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組織細胞生物学分野
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高感度in situ hybridization. 顕微鏡 58(3): 117-122, 2023.

松本　弦：認知症治療薬開発と線維化タウモデル. コスモ・バイオニュース 198: 1-3, 2023.

Murayama N, Miyaki T, Okuzaki D, Shibata Y, Koji T, Inoue A, Aoki J, Hayashi H, Tanaka Y, Murota H: Transcriptome
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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

赤澤祐子：HELICOBACTER PYLORI ニュース 第109回日本消化器病学会総会 ‐基礎編 ‐. Helicobacter Research
27(2): 207-209, 2023.

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

赤澤祐子・教授 評議員 日本消化器病学会

0 1 4 2 7 11

赤澤祐子・教授 代議員 日本ヘリコバクター学会

赤澤祐子・教授 編集委員 Helicobacter Reseaech

赤澤祐子・教授 九州支部評議員 日本消化器病学会

赤澤祐子・教授 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

柴田恭明・准教授 代議員 日本組織細胞化学会

柴田恭明・准教授 代議員 日本臨床分子形態学会

赤澤祐子・教授 世話人 長崎大学胃疾患検討会

赤澤祐子・教授 代議員 日本解剖学会

田渕真惟子・講師 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

柴田恭明・准教授 Editorial Board Member Acta Histochemica et Cytochemnica

田渕真惟子・講師 九州支部評議員 日本消化器病学会

赤澤祐子・教授 放射線災害・医科学研究拠点 代表

共同利用・共同研究 【重点プロジェクト課
題】放射線発がん機構とがん治療開発に関す
る研究
Metabolic dysfunction associated fatty
liver diseaseにおけるDNA損傷応答異常解析
を用いた癌リスク検出

柴田恭明・准教授 放射線災害・医科学研究拠点 代表

共同利用・共同研究 【重点プロジェクト課
題】ゲノム損傷修復の分子機構に関する研究
肝細胞がんに於けるWnt/β-cateninシグナル
依存性のNSD2発現とH3K36のジメチル化を介し
たDDR及びEMT制御機構の解析

研　究　題　目

赤澤祐子・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)
Colitic cancerの発症予測を可能とする腸管
幹細胞のゲノム不安定性解析

赤澤祐子・教授 放射線災害・医科学研究拠点 代表

共同利用・共同研究  【重点プロジェクト課
題】放射線発がん機構とがん治療開発に関す
る研究
FDG PET/CTによる食道扁平上皮癌の病理組織
学的診断予測

赤澤祐子・教授 放射線災害・医科学研究拠点 代表

共同利用・共同研究 【重点プロジェクト課
題】ゲノム損傷修復の分子機構に関する研究
近距離被ばく癌検体における遺伝子変異シグ
ネチャー解析

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

R4-5 新学術領域研究(研究領域提案型)
タンパク質凝集体分解促進のための新規アグ
リファジー誘導経路

松本　弦・講師 日本学術振興会 代表
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特 許

その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

松本　弦・講師 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)
リゾリン脂質によるα-シヌクレイン凝集抑制
機構の解明と神経変性疾患への創薬展開

田渕真惟子 放射線災害・医科学研究拠点 代表

共同利用・共同研究 【重点プロジェクト課
題】ゲノム損傷修復の分子機構に関する研究
早期咽頭癌における53BP1蛍光染色による損傷
応答の検討

松本　弦・講師 日本学術振興会 代表
R4-8 基盤研究(B)
タウ凝集体の分解を促進するアグリファジー
の制御機構

松本　弦・講師 日本学術振興会 分担
新学術領域研究(研究領域提案型)
神経変性疾患におけるシンギュラリティ現象
の解析と分子機構の解明

松本　弦・講師 AMED（九州大学拠点） 代表
令和4年度橋渡し研究プログラム・シーズA
アグリファジー誘導化合物の標的分子探索と
タウオパチー治療薬開発

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

田渕真惟子 輔仁会 代表

令和5年度輔仁会若手教育研究者のための助成
金
Artificial Intelligenceを用いた食道アカラ
シアおよびその類縁疾患に対する教育プログ
ラムの構築

松本　弦・講師 コスモ・バイオ株式会社 線維化タウ蛋白質の製品化

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

柴田恭明・准教授 非常勤講師（病理学） 九州文化学園歯科衛生士学院

松本　弦・講師
パーキンソン病と多系統萎縮症
の鑑別診断

2021年1月4日 出願中 特願2021-000188

松本　弦・講師
タンパク質凝集体の分解促進用
組成物、およびタンパク質凝集
体形成

2023年2月28日 出願中 特願2023-030021

松本　弦・講師 非常勤講師（生理学） 長崎医療こども専門学校

松本　弦・講師 非常勤講師（脳神経内科寄付講座） 順天堂大学医学部

柴田恭明・准教授 非常勤講師（病理学・生理学） 長崎医療こども専門学校

柴田恭明・准教授 非常勤講師（病理学） 長崎玉成高等学校衛生看護科

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

赤澤祐子・教授 原爆被爆とがんに関する研究 長崎新聞 2023年1月28日
第７回長崎大学未来に羽ばた
く女性研究者賞（優秀女性研
究者賞）を受賞して
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